
事業の概要

□ ■ HP □ チラシ □

□ □ Ｘ □
情報発信

広報ふなばし ポスター

Facebook その他（学校・公共施設等にて配布）

事業内容
アンデルセン公園でスタンプラリー、模擬店、ステージプログラム（演奏や踊り）を開催し、国際交流親善を図
るとともに外国人住民との相互理解が深まるような事業を協会と協力して実施している。

実施主体
インターナショナルフェスティバル2025

実行委員会
市との関わり 主催

定性目標 船橋市民に広く国際交流・親善への理解と関心を高め、国際意識の向上と諸外国との相互理解の促進を図ること。

定量目標 来場者数5000人を目指す

対象 地域住民

開催年度 平成25年度

開催経緯
平成元年に開催した国際交流のつどいの流れを汲み、平成25年からは船橋市民に広く国際交流・親善への理解と
関心を高め、国際意識の向上と諸外国との相互理解の促進を図り、世界に開かれた地域づくりに寄与することを
目的とした機会を提供するため。

事業目的
市民を中心に草の根で国際交流親善を図るとともに、外国人住民との相互理解が深まるような事業を協会と協力
して実施している。

第2次基本方針における事業の位置付け

最も該当する基本目標 Ⅲ育みつながる

最も該当する施策 Ⅲ育みつながる　施策②　文化事業への参加を通じて、市民が地域や社会とのつながりを持てる仕組みの構築

関連目標・施策 Ⅰ気づき始まる　施策②　気軽に多様な文化に触れることができる機会の提供
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事業名 市民主体の国際交流支援事業、相互理解促進事業（船橋市インターナショナルフェスティバル 2025）

担当課 国際交流課 担当者 山口 連絡先 2083
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経年

定性目標の実績について
経緯・変遷

船橋市民に広く国際交流・親善への理解と関心を高め、国際意識の向上と諸外国との相互理解の促進をはかれて
いる。

自由記述
（これまでの欄で書き切れない
内容・特に推したい年度の事業
ＰＲ・補足説明等、自由に記入

する。）

事業内容
※現年度は計画

アンデルセン公園に
てステージ、模擬
店、スタンプラリー
など

アンデルセン公園に
てステージ、模擬
店、スタンプラリー
など

船橋港親水公園にて
ステージ、模擬店、
スタンプラリーなど

アンデルセン公園に
てステージ、模擬
店、スタンプラリー
など

アンデルセン公園にてス
テージ、模擬店、スタン
プラリーなど

【%の場合は計算根拠も記入】
Ex.来場者〇人

アンケート回収数〇
アンケート回収率〇%

参加者約5000名
スタンプラリーゴー

ル者770名

参加者約5600名
スタンプラリーゴー

ル者1000名

参加者約2300名
スタンプラリーゴー

ル者366名

参加者約1000名
スタンプラリーゴー

ル者241名
実施予定

定量実績値

定量目標値の設定根拠

定量目標値

その他人工（委託業者）

人工（会計年度任用職員） 6 6 6 6 6

人工（常勤職員） 4 5 4 4 6

　その他（　模擬店出店料　） 40,000 44,600 24,300 59,000

　補助金・協賛金等

　市予算 750,000 800,000 800,000 883,584 1,130,000

令和8年度
（予算）

事業費＝決算額 790,000 844,600 824,300 942,584 1,130,000

年度
令和4年度
（決算）

令和5年度
（決算）

令和6年度
（決算）

令和7年度
（決算）



第２次船橋市文化振興基本方針　令和8年度個別事業評価シート
事業評価

事業所管課による一次評価

1 □ 2 □ 3 ■ 4 □ 5 □

1 ■ 2 □ 3 □ 4 □ 5 □

文化振興推進協議会委員による二次評価（文化振興推進協議会にて協議）

フォローアップ

事業に対する評価・
今後の事業展開への

助言・提案

今後の対応
（文化振興推進協議会委員によ
る二次評価を受けての対応を記

入してください。）

対応の結果
（今後照会予定です。無理に結
果を作り出す必要はありませ

ん。結果が出た場合のみ記入し
てください。）

定量評価

評価項目
定量目標の達成度

評価理由
雨天のため来場数が低迷した。

文化振興推進協議会に
助言・提案を求めたいこと

（何が課題か、どのような助言
を求めたいか、明確に記入する

こと）

課題

求めたい助言

評価実施年度 令和８年度

1:目標を大幅に下回ってしまった。　2:目標をやや下回ってしまった。　3:おおむね目標通りに達成できた。
4:目標をやや上回る実績が得られた。　5:目標を大幅に上回る実績が得られた。

定性評価

評価項目
定性目標の達成度

評価理由
おおむね好評で毎年楽しみである旨の声を聞く。

評価対象年度 令和7年度


